
市 の 人 口
人 口 114,621人 (+  150人)
男 55,777人 (+   60人)
女 58,844人 (+   90人)

世帯数 50,249世帯 (+ 　208)
※（　）内は前月比較
令和元年5月末現在
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縄県の南と北、一見共通点がなさ

そうな浦添市と名護市ですが、実は

意外な共通点があります。それは2020年に

市制施行50周年を迎えるということです。

　両市がそれぞれ50周年に向けてさまざま

な記念事業を計画していたところ、共に盛り

上げることができれば大きなPR効果となる

のではないかと考え、協力・連携していくこと

になりました。両市で行う記念事業は、単に

楽しいイベントに終わるだけではなく、両市

の教育振興や経済振興などにつなげてい

きたいと考えています。

　北部振興の中心になっている名護市と

交通アクセスがさらに便利になり発展し続

ける浦添市。魅力の異なる両市がお互いの

まちを知り、実際に出かけて交流を持つこと

で、自分たちのまちづくりへのヒントを得る

きっかけや、自分のまちを愛する心を育む

きっかけになるかもしれません。

　浦添市と名護市は「競争」ではなく「協

奏」して50周年を一緒に祝うとともにお互

いの市をもっとPRしていきますので、皆さん

お楽しみに！

未
来
へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

　
1
9
7
0
年
7
月
1
日
は
浦
添
市
が
誕
生
し

た
日
で
す
。
そ
れ
ま
で
浦
添
村
だ
っ
た
ま
ち
は「
市

昇
格
」
と
い
う
待
望
の
瞬
間
に
大
い
に
沸
き
ま
し

た
。
あ
れ
か
ら
も
う
間
も
な
く
50
年
。
住
み
よ
い

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
歩
ん
で
き
た
浦

添
市
。
市
昇
格
当
初
約
4
万
２
千
人
だ
っ
た
人
口

は
、
現
在
で
は
約
11
万
人
と
な
り
、
市
民
一
人
一

人
の
思
い
が一つ
ず
つ
形
と
な
っ
て
、
沖
縄
県
内
で

も
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た
ま
ち
に
発
展
し
て
き

ま
し
た
。

　
来
年
2
0
2
0
年
、
浦
添
市
は
誕
生
し
て
50

周
年
を
迎
え
ま
す
。「
喜
び
と
幸
せ
を
実
感
し
、

人
が
輝
く
ま
ち
」「
い
つ
ま
で
も
住
み
た
く
な
る
ま

ち
」
そ
ん
な
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
市
民
。
そ
れ

は
こ
れ
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
あ
ゆ
み
を
進
め
た
先
に
あ
る
も
の
、
今
そ
れ
を

知
る
こ
と
は
誰
に
も
で
き
ま
せ
ん
が
、
未
来
を
想

像
す
る
こ
と
は
誰
に
で
も
で
き
ま
す
。
一
人
一
人
の

想
像
無
く
し
て
は
創
造
の
花
は
開
き
ま
せ
ん
。
想

像
と
創
造
を
繰
り
返
し
た
先
に
今
よ
り
も
住
み
よ

い
豊
か
な
浦
添
市
が
き
っ
と
あ
り
ま
す
。

さ
あ
未
来
へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
始
ま
り
で
す
。

　市制施行 50 周年をみんなで祝うため、市ホーム
ページや市役所１階ロビーのパネルで50周年に向け
たカウントダウンを実施しています。
「私もカウントダウンに参加したい！」という人を募集中
です。手作りボードや人文字のカウントダウン写真も
大歓迎です。詳しくは企画課まで問い合わせください。

50

メールアドレス
kikaku@city.urasoe.lg.jp

市制施行50周年カウントダウン写真募集！

市制施行50周年記念イベント

■記念ナンバープレート交付事業 令和2年7月（予定）
原動機付自転車の市制施行50周年記念ナンバープレートを枚数限定で作成
し、交付します。

■広報写真デジタル化事業 令和元年5月～
アナログで保管されている広報写真をデジタル化し、多くの人の目に触れる機会
を作る事業です。浦添市が歩んできた歴史を未来へとつなぎます。

■次世代人材育成道場事業 平成31年4月～令和3年3月

プログラミングによるモノづくりをとおして小中学生の学ぶ意欲を喚起し、次世代
を担う人材の育成を図ります。

■つば九郎一日市長（鳥）就任事業 令和2年2月（予定）

東京ヤクルトスワローズのマスコットつば九郎が一日市“鳥”に就任します！一日市
長として、市民との交流や市内保育所及び市内企業への激励訪問等を行います。

■てだこキッズファースト・ファイヤーフェスタ 令和元年11月（予定）

子どもたちに楽しみながら消防活動の疑似体験ができる場を提供することで、防
火・防災活動への理解と関心を深めてもらう事業です。

■うらそえ発掘！50年展‐掘り出された浦添の歴史‐ 令和2年1月31日～2月23日

これまでに発掘調査された遺跡や整備された史跡について、出土品や写真パネ
ル等で展示公開します。あわせて、記念講演会や史跡めぐりも実施します。

■浦添市立小中学校ジャンボ壁画制作事業 令和元年6月～

「未来の浦添市」をテーマに、市内全小中学校の全児童生徒が参加し、思いや願いを込め
たジャンボ壁画（ちぎり絵）をこれからの浦添市の創造と重ねながら協働して取り組みます。

■うらそえ みず まつり 令和元年8月頃、令和2年8月頃

水にふれあう・親しむイベントを開催します。当日は、スライダープール・飲食ブース・体験
ブースを設置予定です。小さなお子さんがいる方は自由研究の参考にもなりますよ。

URASOE
ANNIVERSARY
COUNTDOWN!

TH

50周年カウントダウン写真▶
（市ホームページ）　

沖

周年事業
コラボ企画

意外な共通点があった！？

浦添 名護

名護市の
広報担当のみなさん

名護市と一
緒に

盛り上げま
しょー！

浦添市誕生（1970年）市昇格祝賀パレード～城間通り～（1970年）市消防庁舎（1988年） てだこまつり市制10周年（1980年）市人口10万人達成！（1998年）

写真：浦添市立図書館所蔵

浦 添 市 はもうすぐ
5 0 歳

※事業名・内容等は変更になる場合があります。

事業の詳細やその他の記念イベントについては、決まり次第市ホーム
ページや広報うらそえなどでお知らせしていきますのでご覧ください。▶

市民の皆さんと一緒に浦添市50周年を祝うために、さまざまなイベントを企画しています。

て
だ
こ
レ
デ
ィ

吉
田
き
ら
ら
さ
ん

■子ミュニティバス＆モノレールPR事業 令和元年9月、11月

沖縄都市モノレール開業、コミュニティバス実証実験予定に合わせて、次世代の
子ども達にも理解しやすい、１ページアニメ等を制作し広くＰＲ活動を実施します。

コ
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広報 誌乗っ取りか浦
添

市
制
50
周
年
特
集
を
狙
っ
て
か

現
場
に
は
直
筆
の
手
紙
も

大迫力！！4千万年前からの軌跡

国
指
定
重
要
文
化
財

「
津
嘉
山
酒
造
所
施
設
」

国指定重要文化財
「嘉陽層の褶曲」

7575
コラム

女
子
空
手
個
人
組
手

比
嘉（
浦
添
高
校
）県
内
ベ
ス
ト
4

「絶対に勝ちたい」
生まれ故郷の名護で開催

【
名
護
】全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
空
手
道
競
技
の
沖
縄
県
予
選
が

6
月
1
日
か
ら
3
日
に
か
け
て
名
護

市
の
21
世
紀
の
森
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。

　
個
人
組
手
女
子
で
は
比
嘉
悠
智

（
浦
添
高
校
3
年
＝
名
護
出
身
）が

ベ
ス
ト
4
に
入
り
、8
月
に
同
会
場

で
開
催
さ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
の

切
符
を
手
に
し
た
。

兄
の
影
響
で
幼
稚
園
の
頃
よ
り

競
技
を
始
め
た
。名
護
市
の
中
学
を

卒
業
後
、空
手
の
名
門
校
で
あ
る
県
立

浦
添
高
校
に
進
学
し
、厳
し
い
練
習
に

耐
え
次
第
に
頭
角
を
表
し
て
い
っ
た
。

ゆ
と
り

県高校総体
2019

【
浦
添
】毎
月
浦
添
市
役
所
が
発
行
す
る
広
報
誌「
広
報
う
ら
そ
え
」の
７
月
号
の
う
ち
、計
2
ペ
ー
ジ
が
何
者
か
に
よ
っ
て

差
し
替
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
28
日
、分
か
っ
た
。発
見
さ
れ
た
の
は
、新
聞
記
事
風
の
記
事
を
貼
り
つ
け
た
か
の
よ
う
に
見
立
て

ら
れ
た
紙
面
2
ペ
ー
ジ
。内
容
は
名
護
市
に
関
す
る
こ
と
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、市
制
50
周
年
に
関
す
る
こ
と
に
も
触
れ
て
い
る
。

現
場
に
は
、直
筆
と
思
わ
れ
る
便
箋
1

枚
分
に
わ
た
る
手
紙
が
置
か
れ
て
い
た
。以

下
現
場
で
見
つ
か
っ
た
手
紙
よ
り
全
文
。

「
拝
啓
　
浦
添
市
の
皆
さ
ま
、こ
ん
に
ち

は
。私
は
名
護
市
の
名
護
親
方（
市
公

認
き
ゃ
ら
く
た
あ
）じ
ゃ
。ま
ず
は
、来
年

50
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。な

ぜ
、こ
こ
に
名
護
市
の
こ
と
が
掲
載
さ
れ

る
ん
じ
ゃ
と
思
う
か
も
し
れ
ん
が
、実
は
、

　
発
見
し
た
浦
添
市
広
報
担
当
職
員
に

よ
る
と
、28
日
通
常
ど
お
り
出
勤
し
、納

品
さ
れ
た
広
報
誌
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

市
制
50
周
年
の
1
年
前
を
記
念
し
て
特

集
し
た
計
4
ペ
ー
ジ
の
う
ち
2
ペ
ー
ジ
の

差
し
替
え
が
発
覚
し
た
。

担
当
者
は「
ま
ん
ま
と
し
て
や
ら
れ
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
終
わ
れ
な
い
の
で
、浦
添
と

し
て
も
何
ら
か
の
形
で
や
り
返
し
た
い
。

名
護
市
広
報
市
民
の
ひ
ろ
ば
８
月
号
を

楽
し
み
に
し
て
ほ
し
い
」と
話
し
て
い
る
。

　広報うらそえ7月号を持参した方限定！
無料サービスやプレゼントなど、名護のま
ちがあなたをおもてなしします。
下のＱＲコードから詳細を
チェックチェック～!!

＠名護漁港

＠名護漁港

※道路規制あり

栄冠は
どのチームに！？

名
護
市
も
浦
添
市
と
同
じ
く
来
年
、市
制

50
周
年
を
迎
え
る
の
じ
ゃ
。浦
添
市
は

1
9
7
0
年
7
月
1
日
、名
護
市
は

1
9
7
0
年
8
月
1
日
が
誕
生
日
じ
ゃ
。

同
じ
年
に
生
ま
れ
た
同
期
生
な
ん
じ
ゃ

な
。と
い
う
こ
と
で
、名
護
市
と
浦
添
市
で

は
市
役
所
の
職
員
が
こ
ら
ぼ
企
画
を
練
っ

て
い
る
と
の
こ
と
。こ
れ
を
機
会
に
ち
ょ
っ

と
距
離
は
あ
る
け
ど
、交
流
し
て
い
き
た

３００年間まちを見守る
名護のひんぷんがじゅまる
昔からの名護のシンボルとして親しまれて

いるひんぷんガジュマル。市街地の中心に
位置し、樹高19ｍ、推定樹齢は300年。毎年
さまざまなイベントががじゅまる付近で開催
され、にぎわいを見せている。 

い
も
の
じ
ゃ
。

ち
な
み
に
名
護
で
は
こ
の
紙
面
を
持
参

し
た
人
に
お
得
な
さ
ぁ
び
す
を
市
民
が
準

備
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
。良
か
っ
た
ら
、や
ん

ば
る
ど
ら
い
ぶ
の
際
に
名
護
市
に
ふ
ら
っ

と
寄
っ
て
み
て
は
い
か
が
じ
ゃ
ろ
う
か
。

1
9
7
0
年
名
護
親
方
」（
抜
粋
終
わ
り
）

　
今
後
浦
添
市
と
名
護
市
で
は
、相
互
的

な
協
力
を
し
つ
つ
、2
0
2
0
年
の
市
制

50
周
年
記
念
を
祝
し
コ
ラ
ボ
企
画
を
行

う
な
ど
、両
市
を
あ
げ
て
盛
り
上
げ
て

い
く
予
定
だ
と
い
う
。

「
生
ま
れ
故
郷
で
開
催
さ
れ
る
大
会

な
の
で
、絶
対
に
出
場
す
る
と
誓
い

練
習
を
重
ね
て
き
た
。出
場
が
決
ま

り
と
て
も
嬉
し
い
。本
番
で
も
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
た
い
」と
意
気
込
み

を
語
っ
た
。

名護市東海岸の天仁屋川河口から
バン崎にかけての海岸で見られる褶曲。
およそ3、4千万年前の、タービタイトと
呼ばれる砂岩と泥岩の互層からなる
地層。平成24年9月に国の天然記念物
に指定された。名護の東海岸を訪れ
る上でははずせないスポット。

　
昭
和
３
年
、国
頭
郡
初
の
泡
盛
酒
造
所
と
し
て

創
業
さ
れ
た
津
嘉
山
酒
造
所
。第
二
次
世
界
大
戦

の
戦
禍
を
免
れ
、県
内
で
は
唯
一
戦
前
の
姿
を

残
す
酒
造
所
で
し
た
。2
0
1
2
年
に
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
、７
年
間
の
修
復
工
事
を
経
て

今
も
営
業
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。工
場
見
学
も

で
き
ま
す
の
で
、名
護
に
お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

2019年 7 月 1 日 月曜日

(名護)　　号外　　　2019年(令和元年) 7 月 1 日月曜日　親  方  T  I  M  E  S

代表番号（0980）53-1212

名護市役所
公式

ホームページに
飛びます

第41回 名護夏祭り

ハーリーの甲子園

全国高等学校総合体育大会

◉空手
◉自転車競技

50周年1年前イベント

第41回
名護市長杯争奪
全島ハーリー大会　

名護市の公認キャラクター名護親方(程順則)＝撮影者不明
程順則は、清より「六諭衍義」を琉球へ持ち帰り、
1728年に名護間切り総地頭(名護親方)となる。

浦添市職員が発見した手紙＝6月28日
浦添市役所提供

５月１７日に発表された、
名護市の市制50周年公式ロゴ

試合終了後、インタビューに答えた
比嘉悠智＝浦添高校 ( 名護市出身 )

毎年フォークソングイベントも開催されている
＝４月９日

２０１７年に7年間の修復工事を終えた
津嘉山酒造所施設

（令和元年） 【旧5月29日・先負】

発行所　　　　　　　　名護市港1丁目1番1号
　　　　　　　　　　　（郵便番号905-8540）

名護市役所

名護市のイベントスケジュール

親方
TIMESIMES
親方
TIMES

oyakata timesoyakata timesoyakata times

名護の夏の風物詩。
お帰りの前に
名護のまちでも
ありカンパーイ！

7/27土
7/28日

8/3土
8/4日

8/1木
8/2金

8/8～金
8/11日

ようこそ名護市
浦添市民の皆さまを
歓迎します！

めんそ～れ～

(名護市天仁屋71) 大城優喜＝34歳

Important cultural propertyホー ム
ス イートホー ム

oyakata timesoyakata timesoyakata timesoyakata timesoyakata times

　広報うらそえ7月号を持参した方限定！

日 月曜日

（0980）53-1212

【旧5月29日・先負】

発行所　　　　　　　　名護市港1丁目1番1号
　　　　　　　　　　　（郵便番号905-8540）

IMESIMESIMESIMESIMES
oyakata timesoyakata timesoyakata timesoyakata timesoyakata times

護市
浦添市民の皆さまを浦添市民の皆さまを浦添市民の皆さまを浦添市民の皆さまを浦添市民の皆さまを浦添市民の皆さまを

oyakata timesoyakata timesoyakata timesoyakata timesoyakata times

およそ3、4千万年前の、タービタイトと
呼ばれる砂岩と泥岩の互層からなる
地層。平成24年9月に国の天然記念物
に指定された。
る上でははずせないスポット。

毎年フォークソングイベントも開催されている
＝４月９日

２０１７年に7年間の修復工事を終えた
津嘉山酒造所施設

競
技
を
始
め
た
。名
護
市
の
中
学

卒
業
後
、空
手
の
名
門
校
で
あ
る
県
立

浦
添
高
校
に
進
学
し
、厳
し
い
練
習
に

耐
え
次
第
に
頭
角
を
表
し
て
い
っ
た
。

親  方  T  I  M  E  S

From NAGOFrom NAGOFrom NAGO

＠名護市営市場

ココよ！浦添から
高速で57分！

nagoっ
て

まーよ！？

ペ
タ
ッ

ペタッ
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●
ス
ト
ー
リ
ー

　
沖
縄
県
は
か
つ
て
琉
球
王
国
と
呼
ば
れ
、
独
自

の
文
化
を
形
成
し
て
き
ま
し
た
。
首
里
城
の
守
礼

門
の
額
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
琉
球
は
「
守

礼
之
邦
（
し
ゅ
れ
い
の
く
に
）＝
礼
節
を
重
ん
じ
る

国
」
と
し
て
中
国
皇
帝
か
ら
派
遣
さ
れ
た
冊
封
使

な
ど
、
外
国
か
ら
来
た
賓
客
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

　
も
て
な
し
の
宴
は
国
を
挙
げ
て
の
重
要
な
行
事

で
、
そ
こ
で
差
し
出
さ
れ
た
宮
廷
料
理
や
泡
盛
、

宴
を
盛
り
上
げ
た
組
踊
な
ど
の
芸
能
は
、
今
も
沖

縄
の
誇
り
と
し
て
県
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
琉
球
王
国
時
代
に
育
ま
れ
た
食
文
化
と
芸
能

は
、「
世
替
わ
り
」
の
歴
史
を
映
し
な
が
ら
連
綿
と

続
く
「
守
礼
の
心
で
」
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
市
民
の
み
な
さ
ん
に

足
を
運
ん
で
欲
し
い

　こ
の
た
び
、
浦
添
市
が
沖
縄
県
と
那
覇
市

と
共
に
申
請
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
が
日
本
遺
産
に

認
定
さ
れ
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
浦
添
は
琉
球

王
統
の
発
祥
の
地
で
あ
り
、「
琉
球
王
国
」

を
語
る
上
で
は
外
せ
ま
せ
ん
。

　琉
球
の
古
い
歌
謡
『
お
も
ろ
』
で
は
浦
添

が
「
黄
金
寄
り
集
ま
る
根
の
国
」、「
ゑ
そ
の

い
く
さ
も
い
（
英
祖
王
）
が
夏
に
冬
に
酒
宴

を
開
く
」
豊
か
な
国
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
か
ら
続
く
文
化
財
群

を
ス
ト
ー
リ
ー
に
加
え
る
こ
と
で
、
い
っ
そ
う

の
厚
み
と
広
が
り
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　今
後
は
、
沖
縄
県
や
那
覇
市
、
民
間
団

体
と
連
携
し
て
国
内
外
に
浦
添
市
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

INTERVIEW

祝
日
本
遺
産
認
定

沖
縄
県
・
那
覇
市
・
浦
添
市

ス
ト
ー
リ
ー『
琉
球
王
国
時
代
か
ら
連
綿
と
続
く

沖
縄
の
伝
統
的
な「
琉
球
料
理
」と「
泡
盛
」、そ
し
て「
芸
能
」』

　
浦
添
市
は
、
14
世
紀
か
ら
「
中
山
」
の
王
都
で
、
琉
球
王
国
の
礎
を
築
い
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

浦
添
城
跡
や
組
踊
の
創
始
者
玉
城
朝
薫
の
墓
と
い
っ
た
多
く
の
史
跡
と
、
浦
添
市
美
術
館
が
所
蔵
す
る
「
琉

球
漆
器
」
な
ど
数
多
く
の
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
歴
史
と
文
化
財
が
ス
ト
ー
リ
ー
に
組
み
込
ま
れ
、

沖
縄
県
と
那
覇
市
と
共
に
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

●
日
本
遺
産
と
は

　
日
本
遺
産
は
、
地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を

通
じ
て
我
が
国
の
文
化
・
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー

を
文
化
庁
が
認
定
す
る
も
の
で
、
2
0
1
5
年
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。

日
本
遺
産
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
構
成
す
る
多
く

の
有
形
・
無
形
の
文
化
財
を一体
的
に
活
用
し
、
国

内
外
へ
情
報
発
信
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化

と
観
光
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

沖縄県（那覇市・浦添市）のストーリー
と、これを構成する文化財29件が文化
庁の日本遺産に認定され、認定証交付
式が行われました。（左から）知念覚那
覇市副市長、玉城デニー沖縄県知事、
嵩元盛兼本市教育長＝5月、東京都
（東京国立博物館）

文
化
財
課

渡
久
地
政
嗣

琉球初期の英祖王一族と琉
球王国第二尚氏王統第七代
目国王尚寧王一族の墓。冊封使歓待のための踊奉行に任じられた玉

城朝薫の墓。玉城朝薫は音楽・舞踊・台詞を
総合的に取り入れた組踊を創作しました。

ま
ず
は
市
民
の
み
な
さ
ん
に

足
を
運
ん
で
欲
し
い

　こ
の
た
び
、
浦
添
市
が
沖
縄
県
と
那
覇
市

と
共
に
申
請
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
が
日
本
遺
産
に

認
定
さ
れ
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
浦
添
は
琉
球

王
統
の
発
祥
の
地
で
あ
り
、「
琉
球
王
国
」

を
語
る
上
で
は
外
せ
ま
せ
ん
。

　琉
球
の
古
い
歌
謡
『
お
も
ろ
』
で
は
浦
添

が
「
黄
金
寄
り
集
ま
る
根
の
国
」、「
ゑ
そ
の

い
く
さ
も
い
（
英
祖
王
）
が
夏
に
冬
に
酒
宴

を
開
く
」
豊
か
な
国
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま

13世紀に築かれ、14世紀
には高麗系瓦ぶきの正殿
を中心に、石積み城壁で
囲まれた大規模なグスク
（城）。その周辺には寺院
や集落があり、後の王都首
里の原型がここでできあ
がっていました。　

浦添城跡

玉城朝薫の墓（邊土名家の墓）

浦添ようどれ

組踊 中頭方西海道（尚寧王の道）

●1 伊祖城跡

●2 伊祖の高御墓

●３浦添城跡

●4 牧港テラブのガマ

●5 浦添ようどれ

●6 浦添城の前の碑

●7 中頭方西海道（尚寧王の道）

●8 琉球交易港図屏風

●9 旧首里城正殿鐘（万国津梁の鐘）

●10 久米村周辺の史跡・旧跡

浦添市

浦添市

浦添市

浦添市

浦添市

浦添市

浦添市

浦添市

那覇市

那覇市

那覇市・浦添市

那覇市・浦添市

那覇市

那覇市

那覇市

那覇市

那覇市

那覇市

那覇市・浦添市

那覇市・浦添市

浦添市

那覇市

那覇市

浦添市

那覇市

那覇市

那覇市・浦添市

那覇市

那覇市

●11 清明祭

●12 ウサンミ（お供え物）

●13 那覇港周辺の旧跡

●14 上天妃宮跡の石門

●15 久米村 600 年記念碑

●16 首里城跡

●17 天使館跡

●18 御冠船料理

●19 琉球舞踊

●20 組踊

●21 玉城朝薫の墓（邊土名家の墓）

●22 識名園

●23 御茶屋御殿跡

●24 朱漆山水人物箔絵東道盆他 43件（琉球漆器）

●25 琉球泡盛

●26 首里城 銭蔵跡

●27 豆腐よう

●28 桔餅（きっぱん）

●29 首里城書院・鎖之間庭園

■構成文化財一覧表（浦添市単独…10 件、那覇市単独…14件、那覇市共同…5 件）
名　　称 所在地 名　　称 所在地 名　　称 所在地

浦添市浦添市

沢岻

経塚大平

内間

仲西

西洲

宮城

城間

港川 伊祖

牧港

西原

当山

仲間
安波茶

屋富祖

勢理客

●３浦添城跡
●5 浦添ようどれ
●6 浦添城の前の碑

中頭方西海道（尚寧王の道）●7

伊祖の高御墓●2

伊祖城跡●1

牧港　
テラブのガマ●4

琉球舞踊●19
組踊●20

浦添の港であった牧港に残る
舜天王にゆかりのある洞穴遺
跡。伝説では12世紀後半に
琉球に来た源為朝の子供が
舜天であったと伝わる。

牧港テラブのガマ

英祖の父祖代々の墓。崖の中
腹の洞穴を利用し、その前面を
石積みで塞いだ墓。県の有形
文化財（建造物）として指定を
受けています。

伊祖の高御墓

1597年に尚寧王の命により、浦添グ
スクから首里城までの道を整備した際
の竣工記念碑。

浦添城の前の碑

りゅうきゅうこう えき こう ず びょうぶ

たまぐすくちょうくん

琉球交易港図屏風

琉球漆器は、琉球王国時代
に冊封使の歓待や中国・日
本への進貢品として用いら
れていた、琉球王国を代表
する美術工芸品です。

琉球王国時代末期の那覇港周辺の
様子を生き生きと描いた屏風です。首
里城や中国から戻った進貢船、薩摩
役人の姿などが描かれています。

琉球国中山の王統として栄えた英祖王
の生誕地。琉球開闢神話のアマミクによ
り造られたグスクとの伝説も残る。

伊祖城跡

玉城朝薫の墓●21
　（邊土名家の墓） 

前田

琉球交易港図屏風●8
朱漆山水人物箔絵東道盆　

他43件（琉球漆器）●24

〈浦添市美術館〉

朱漆山水人物箔絵東道盆他43件（琉球漆器）
しゅうるしさんすい じんぶつ はく え トゥンダー ブン

たか う　はか

浦添市美術館所蔵

浦添市美術館所蔵
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［事故後の浦添市の対応］

令和元年春の叙勲伝達式が沖縄県知事公舎で行わ
れ、浦添ハイツ自治会の我部政義会長が地域総合功労
と教育功労で叙勲（瑞宝双光章）を受章しました。
叙勲は多年にわたり各分野の業務に精励し功労が認

められた人や、長年にわたって公共の仕事などに従事し、
功労があった方に内閣総理大臣から贈られる勲章です。
我部会長は「関係する皆さんが喜んでくれて嬉しく思

います。特別なことをしたつもりはないが、小さなことを
コツコツと続けてきて受章したことは感慨深い。これか
らも今までどおり地域や人のために積極的に貢献してい
きたい」と意気込みを語りました。

5/22（水） 令和初「春の叙勲（瑞宝双光章）」受章5/28（火） 県勢初！こま日本一！！６/１２（水） 愛の声かけ一斉早朝コール作戦
輝くてだこ市民賞第45号の表彰式および記念品の授

賞式が市長応接室で行われました。受賞者の照屋礼
れい

さ
ん（港川小6年）は、3月下旬に横浜市で開催された「第
6回全日本こま技選手権大会」の小学生以下の部で優
勝し、県内初の日本一に輝きました。大会の3週間前に
利き手を骨折するけがに見舞われましたが、そのけがを
ものともせず、念願の優勝を果たしました。
こまの他にもけん玉などの特技をもつ照屋さんは、

「将来は、シルク・ドゥ・ソレイユに入ってみんなを楽し
ませたい」と笑顔で話してくれました。

浦西中学校への米軍ヘリ部品
落下事故に対する抗議・要請

希望と意欲に満ちたたくましい青少年の健全育成の
為、「愛の声かけ一斉早朝コール作戦」が開催されました。
平成１３年からスタートしたこの運動は、青少年が思いや
りと優しさをもって、心身ともに明るくたくましく成長す
ることを願い、市内各地で毎年行われています。メイン会
場である内間交差点では、近隣の小中学校の生徒たちや
自治会、民生委員など、たくさんの団体が参加しました。
声かけ運動に参加した浦添高校ソフトボール部の皆

さんは「あいさつで地域の皆が仲良くなり、犯罪のない
社会になっていければよいと思う」と笑顔で話し、交差
点前を通る歩行者に元気いっぱいあいさつをしました。

　６月４日、米軍普天間飛行場第三海兵師団第一海
兵航空団所属のCH-53Eヘリコプーターのブレード
の保護テープが、浦添市立浦西中学校のテニスコー
トに落下するという重大事故が発生しました。
※ 浦西中学校における事故をはじめ、普天間飛行場周辺におい
て米軍機による事故やトラブルが相次いでいることを踏まえ、今
回発生した事故原因の究明と安全対策について真摯に対応し、
再発防止を徹底して図るとともに、市民の安全の確保と、市内全
ての学校施設の上空において米軍機の飛行を行わないことを要
望しました。

自治会長退任者感謝状贈呈式が市役所で行われ、長年
にわたり地域住民の福祉の向上と自治会の運営に尽力し
た自治会長8人に市長から感謝状が贈呈されました。
松本市長は「住民の価値観や生活スタイルが多様化

する中で、明るく住みよい地域づくりのために献身的に
取り組んでいただきありがとうございました」と感謝の
言葉を述べました。
県営経塚団地自治会長を15年間務めた志良堂勝子さん

は「自治会長になって苦労したこともたくさんありました
が、子どもたちが親しみをもって声をかけてくれることがと
ても嬉しかった。これからも各自治会と市の発展向上のた
めに頑張っていきたいと思います」と抱負を語りました。

浦添グスク周辺に残る戦跡を通して戦争の記憶を次
世代に伝えていくために、「前田高地の戦跡巡り」が行わ
れました。
参加した106人は５班に分かれ、うらおそい歴史ガイ

ドの説明を聞きながらディーグガマやワカリジー（為朝
岩）を巡りました。
戦争体験者から聞き取ったことを織り交ぜながらの

悲惨な歴史の説明に、終始真剣に耳を傾けていた参加
者からは「身近にこんなにもたくさんのガマがあること
を知らなかった」「当時の状況を知ることができ勉強に
なった」などの声が聞こえ、戦争の歴史認識を深めると
ともに平和の尊さを実感しているようでした。

６/５（水） 地域のために尽力。自治会長に感謝 ６/16（日） 前田高地の戦跡から学ぶ

6月4日（火）
15時30分

17時30分
20時20分
21時40分

22時00分

6月5日(水)
16時00分

17時15分

6月6日(木)
11時00分
14時00分

6月7日(金)
19時10分

6月10日(月)
12時30分

15時30分

16時30分

浦西中学校に上空からゴム状の物が落下
上空にはヘリが通過していた
警察による現場検証
浦西中学校において記者会見（学校対応）
松本市長、浦西中学校において再度内容
確認
沖縄防衛局が落下物を持ち帰る

沖縄防衛局から報告「落下物は米軍ヘリ
の部品（ブレードの保護テープ）である」
報告を受け、松本市長が記者会見

松本市長、沖縄防衛局に対し抗議
嵩元教育長、沖縄防衛局に対し抗議

浦西中学校において父母に対し緊急保護
者説明会

嵩元教育長より幼稚園、こども園、小中学
校、保護者に「安全管理の徹底について」
の文書を発出
松本市長、米海兵隊太平洋司令官に対し
抗議
松本市長、在沖米軍総領事館総領事に対
し抗議

❶抗議・要請文を田中沖縄防衛局長に
手交する松本市長 ❷落下したブレード
の保護テープ

❶

❷
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会
保
障
費
も
、
消
費
税
増
税
の
話
も
、
少

子
高
齢
化
と
無
縁
な
わ
け
で
は
な
い
。
子

ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い
社
会
整
備
の
た

め
に
、
国
を
挙
げ
て
保
育
費
無
償
化
や
待

機
児
童
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
わ
け
だ

が
、
私
が
考
え
る
最
も
効
果
的
で
コ
ス
ト

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
良
い
少
子
化
対
策
は
、

男
性
の
家
事・
育
児
へ
の
参
加
だ
と
考
え
る
。

実
は
平
成
25
年
の
厚
生
労
働
省
の
調
査
で

も
興
味
深
い
数
字
が
出
て
い
る
。
夫
が
休

日
に
家
事・
育
児
を
す
る
時
間
が
長
い
ほ
ど
、

第
二
子
以
降
の
生
ま
れ
る
割
合
が
高
く
な

る
傾
向
が
あ
り
、
夫
が
家
事
や
育
児
を
６

時
間
以
上
す
る
家
庭
で
は
、
全
く
し
な
い

家
庭
の
約
７
倍
に
も
な
っ
た
と
言
う
。
な

る
ほ
ど
、
男
次
第
、
と
い
う
わ
け
か
。

　
男
性
諸
君
よ
、
日
本
男
子
も
捨
て
た
も

ん
じ
ゃ
な
い
ね
と
女
性
達
に
言
わ
せ
よ
う

で
は
な
い
で
す
か
。
男
性
の
家
事
・
育
児

参
加
率
日
本
一
の
浦
添
市
を
目
指
し
声
を

上
げ
よ
う
！

　
鉢
巻
き
で
は
な
く
、
エ
プ
ロ
ン
巻
い
て
。

　

妻
が
家
を
出
て
三
か
月
が
経
過
し
た
。

ご
安
心
を
、
離
婚
で
も
夫
婦
不
仲
で
も
な

い
。
妻
が
仕
事
で
宮
古
島
へ
の
単
身
赴
任

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
現
在
我
が

家
で
は
高
齢
の
両
親
と
私
と
息
子
の
四
人

暮
ら
し
と
な
り
、
望
ん
だ
わ
け
で
も
な
い

が
一
応
全
て
の
家
事
を
こ
な
さ
な
い
と
い

け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
嘆
い
て
い
て

も
し
ょ
う
が
な
い
の
で
、
妻
不
在
の
三
年

間
を
前
向
き
に
団
結
し
て
乗
り
切
ろ
う
と

高
校
生
の
息
子
と
話
し
、
ま
ず
は
家
事

の
分
担
を
行
っ
た
。
洗
濯
は
息
子
、
料

理
・
台
所
系
は
私
と
な
っ
た
が
後
は
適
当

に
や
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
基
本

的
な
戦
略
は
極
力
家
事
を
減
ら
す
作
戦

だ
。
凝
っ
た
料
理
は
し
な
い
、
台
所
も
部

屋
も
出
来
る
だ
け
汚
さ
な
い
、
洗
濯
も
溜

め
ず
に
小
ま
め
に
処
理
す
る
、
な
ど
な
ど
。

確
か
に
苦
労
も
負
担
も
増
え
た
が
、
い
ろ

ん
な
こ
と
に
も
気
が
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。

寝
る
前
に
翌
朝
の
ゴ
ミ
を
準
備
し
、ク
リ
ー

ニ
ン
グ
は
割
引
が
あ
る
曜
日
を
狙
い
、ス
ー

パ
ー
の
チ
ラ
シ
や
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

に
も
目
を
通
す
よ
う
に
な
っ
た
。
何
よ
り

も
息
子
と
買
い
物
に
行
っ
た
り
台
所
に
並

ん
だ
り
と
会
話
が
以
前
よ
り
も
増
え
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
我
が
国
の
最
大
の
課
題
は
、

少
子
高
齢
社
会
の
到
来
で
あ
る
と
私
は
考

え
て
い
る
。
人
手
不
足
も
、
増
大
す
る
社

災
い（
？
）転
じ
て
福
と
な
れ
！

問い合わせ：いきいき高齢支援課（内線☎ 3534）

・鶏手羽元 …… 8本
・冬瓜 ………… 400ｇ（1/4玉）
・人参 ………… 80ｇ（小1本）
・青ねぎ ……… 5ｇ
［調味料］
・料理酒 ……… 大さじ2
・みりん ……… 大さじ2
・しょうゆ ……… 大さじ2
・三温糖 ……… 大さじ2
・麺つゆ ……… 小さじ1

栄養成分表示（１人あたり）
エネルギー 287㎉／たんぱく質
16.3ｇ／脂質13.1ｇ／炭水化物
21.9ｇ／食塩相当量1.5ｇ

①鶏手羽元はさっと洗って料理酒を軽く
　ふっておく。
②冬瓜は中わたを取って、包丁で皮をむい
　たのち一口大にカット。
　（人参：乱切り、青ねぎ：小口切り）
③炊飯器に1と2（青ねぎ以外）の材料と、
　調味料を入れて炊飯器の炊飯のスイッ
　チオン！！！
④小口切りした青ねぎは炊飯後、最後に
　入れます。

材料（４人分） 作り方

簡単♪冬瓜と鶏肉の煮物
材料と調味料を一緒にスイッチオン！！

��഍ู

レシピ提供：いきいき高齢支援課 栄養士 諸見里 朱子

　暑い夏に火を使用しないででき、旬の夏
野菜でビタミンC、鶏肉でしっかりたんぱ
く質も摂れるレシピです。冬には冬瓜を大
根に代替えしてもGOOD！

　　　

親
おや

泊
どまり

茉
ま き

輝 ちゃん（２か月） 仲西在 兼
かね

城
しろ

和
あ た る

立 ちゃん（1歳） 牧港在

アメコミュ：いつも、すみません Sorry for Saying Sorry

　閉まりかけたエレベータに乗ろうとしている人を見て、
とっさにドアを開けてくれた人がいました。開けてもらった
人は、開けてくれた方に対して、「ありがとう」ではなく「すみ
ません」という言葉で謝意を伝えました。アメリカ人は、この
やりとりについて、なぜ、感謝の言葉「ありがとう」ではなく、
謝罪の言葉「すみません」を使ったのか疑問に感じます。
　日本人とアメリカ人の感謝と謝罪に関する考え方は同じ
だと思いますが、上記のような状況では日本人とアメリカ人
の対応が異なってきます。日本人はドアを開けさせたことに
謝り、一方、アメリカ人はドアを開けてくれたことに感謝をし
ます。「すみません」という言葉は謝罪する時だけではなく、
呼びかけや感謝する時にも使えるため、頻繁的に聞こえるア
メリカ人にとっては日本人を謝りすぎだと勝手に解釈してし
まいます。
　日本人同士の場合、どの意味で「すみません」が使われて
いるかわかるかと思いますが、アメリカ人には分かりづらい
ため、もっとはっきりと伝えることが大切です。例えば、何か
してもらった時には「すみません」ではなく、「ありがとう」と
言うことで、相手も喜びますし、より良い関係を築くことが
できると思います。そして、謝る必要がない時に謝らないと
いうことも大切です。なぜなら謝れば謝るほど、仲直りをす
る時、あるいは真に謝罪したい時に謝罪の意味合いが薄く
なってしまうからです。

　So a lady steps onto an elevator. She sees a man rushing to 
the elevator and holds the door open. The man steps into the 
elevator and says, “Sumimasen.” At this point, Americans are 
wondering why in the world the man said “sorry” instead of 
“thank you.”
　Both Japanese and Americans have the same ideas 
about apologies and thanks, namely apologizing for 
inconveniencing another and expressing thanks for 
receiving a favor. However, for the above situation, Japanese 
and Americans react differently. While Japanese would 
apologize for making someone keep the door open, 
Americans would be grateful for someone going out of their 
way to keep the door open. Sumimasen can be used not 
only for apologies, but also as attention getters and even 
expressions of gratitude, which often results in Americans 
misinterpreting the frequent use of sumimasen as Japanese 
apologizing too much. 
　In a Japanese conversation, both parties understand 
which sumimasen is being used, but conversations including 
an American require a bit of clarity. For example, saying 
“thank you” rather than “sorry” when receiving a favor helps 
us know that you appreciate our actions, and make us feel 
like we can be more open with you. Saving the apologies 
for when they really matter is another option. Apologizing 
constantly reduces the effect of any heartfelt apology, which 
can help immensely in mending damaged relationships.

vol.11

仲
なか

村
むら

 あいみ ちゃん（9歳） 前田在
羚
れ ね

稔 くん（6歳）・ 玲
れい

花
か
ちゃん（5歳） 

にこに
こ

にこち
ゃん！

茉輝は

パパに
瓜2つ

♥
みんな

妹が

大好き♪

▲市長手作りのお弁当



場
所　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

※
W
E
B
予
約
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
お
や
こ
の
食
育
教
室

日
時

8
月
7
日（
水
）
午
前
9
時

30
分
～
午
後
12
時
30
分

場
所　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

対
象　

小
学
4
～
6
年
生
と
そ
の

保
護
者

定
員

20
人（
10
組
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
手

拭
き
用
タ
オ
ル

参
加
費　

無
料

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
健
診
を
受
け
て
、３
千
円
相
当
の

商
品
券
・
特
産
品
を
ゲ
ッ
ト

対
象
者　

国
民
健
康
保
険
加
入
の

30
歳
〜
74
歳（
令
和
2
年
3
月
31
日

時
点
）
※
応
募
は
1
人
1
回
ま
で

応
募
方
法　

①
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
ゲ
ッ
ト

配
布
場
所

浦
添
市
保
健
相
談
セ

ン
タ
ー
、市
役
所
総
合
案
内
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

②
１
０
０
ポ
イ
ン
ト
た
め
よ
う

【
60
Ｐ
】
特
定
健
診
受
診

【
70
Ｐ
】
30
代
健
康
診
査
受
診

（
右
記
い
ず
れ
か
は
必
須
項
目
）

【
各
20
Ｐ
】
健
診
結
果
に
基
づ
く
保

健
指
導
を
受
け
る
、
歯
周
病
検
診
受

診
ま
た
は
歯
科
受
診

【
各
10
Ｐ
】
各
が
ん
検
診
受
診（
肺
、

胃
、大
腸
、子
宮
、乳
が
ん
）、健
康
づ

く
り
に
関
す
る
事
業
に
参
加

③
応
募
し
よ
う

　

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
、
受
診
が
確
認

市
民
協
働
・
男
女
共
同
参
画

ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ン
タ
ー

☎（
8
7
4
）5
7
1
1

■「
レ
イ
ン
ボ
ー
都
市
う
ら
そ
え
」

の
実
現
に
向
け
て　

講
演
会
＆
相

談
会「（

仮
称
）
性
の
多
様
性
を
尊
重

す
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
条

例
」
に
つ
い
て
の
講
演
会
＆
相
談

会
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　

市
民
、
企
業
、
学
校
関
係

者
、行
政
・
関
係
者
、市
民
団
体
等

※
参
加
費
無
料

申
し
込
み

E
メ
ー
ル
、
F
A
X
で

事
前
申
し
込
み
、
当
日
参
加
も
可
能

で
す
。

日
時　

７
月
20
日（
土
）

●
第
一
部
・
講
演
会

：

午
後
２
時

～
午
後
４
時

●
第
二
部
・
相
談
会

：

午
後
４
時

30
分
〜
午
後
6
時
予
定

講
師
お
よ
び
登
壇
者　

琉
球
大
学

法
科
大
学
院
教
授　

矢
野
恵
美
氏
、

学
識
経
験
者
、企
業
等
よ
り
人
選

会
場

●
第
一
部

：

ハ
ー
モ
ニ
―
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル

●
第
二
部

：

ハ
ー
モ
ニ
―
セ
ン

タ
ー
２
階
研
修
室

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

■
て
だ
こ
市
民
大
学
公
開
講
座「
浦

添
・
沖
縄
の
歴
史
と
そ
の
可
能
性
〜

足
元
に
眠
る『
宝
』
を
掘
り
出
す
〜
」

　

か
つ
て
琉
球
の
中
心
で
あ
っ
た

浦
添
の
歴
史
や
魅
力
。
そ
こ
に
眠

る『
宝
』
と
は
…
。

日
時
7
月
13
日（
土
）
午
前
10
時

～
正
午

場
所　

ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ン
タ
ー

講
師　

上
里
隆
史
氏（
琉
球
歴
史

研
究
家
・
浦
添
市
立
図
書
館
長
）

費
用

5
0
0
円

定
員

1
0
0
人

申
し
込
み
7
月
12
日（
金
）ま
で（
た

だ
し
、
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り

ま
す
）
※
手
話
通
訳
有
り

浦
添
市
消
防
本
部

☎（
８
７
５
）0
1
1
9

■
救
急
法
講
習
会（
入
門
）

「
助
け
た
い

　
　
　
　
思
い
を
ワ
ザ
に
救
急
法
」

　

成
人
に
行
う
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
い
方

日
時　

７
月
20
日（
土
）
午
前
９
時

30
分
～
午
前
11
時

場
所　

消
防
本
部
２
階
講
堂

定
員

30
人（
浦
添
市
在
住
・
在
勤

の
人
優
先
）

費
用　

無
料

申
し
込
み　

７
月
19
日（
金
）
ま
で

（
受
付
時
間
は
土
日
・
祝
日
除
く
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

☎（
８
７
５
）２
１
０
０

■
浦
添
市
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成

講
座
受
講
者
募
集

　

あ
な
た
の
身
近
に
悩
み
や
問
題

を
抱
え
、
つ
ら
い
思
い
を
さ
れ
て
い

る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？
大
切
な
人

の
命
を
守
る
た
め
に
心
の
健
康
に

役
立
つ
知
識
や
対
応
方
法
等
を
学

び
ま
せ
ん
か
？

場
所　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
2
階

大
ホ
ー
ル

対
象　

浦
添
市
民
、
市
内
在
勤
者
・

在
学
者

定
員

60
人（
先
着
順
）　

※
全
日
程
受
講
で
き
る
人（
こ
れ
ま

で
の
浦
添
市
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養

成
講
座
未
受
講
者
を
優
先
）

申
し
込
み

8
月
2
日（
金
）
ま
で

※
要
予
約

参
加
費　

無
料

※
手
話
通
訳
有
り

■
集
団
健
診
の
お
知
ら
せ

　

８
月
の
総
合
健
診（
特
定
健
診
・

が
ん
検
診
）
の
予
約
を
受
け
付
け

ま
す
。

申
し
込
み

7
月
3
日（
水
）
～
5

日（
金
）
沖
縄
県
健
康
づ
く
り
財
団

☎（
８
８
９
）
６
４
５
２

実
施
日　

８
月
４
日（
日
）

マタニティスクール
　食事と妊婦健診結果の関連・食事
の選び方・グループワーク・体験
コーナー・妊婦体験ジャケット・赤
ちゃん人形抱っこ体験等。
対象▶妊婦さんとそのパートナー

（市内在住者）
日時▶7月28日（日）午前９時～正午
申し込み▶6月28日(金)～7月25日(木)

マタニティスクール

出産準備出産準備

妊婦歯科健診事業

対象▶妊婦さん
場所▶浦添市と契約している歯科医療機関

（親子健康手帳交付時にリストを配布）
費用▶無料（公費負担）※受診票が必要です。

これから

パパママ
になる

みなさん
へ

●歯・歯周病の診察
●保健指導

問い合わせ：保健相談センター ☎（875）2100

ベビースクール（離乳食教室）ベビースクール（離乳食教室）

こども・子育てこども・子育て

　離乳食についての講話・デモンストレー
ション・試食（保護者のみ）
日時▶7月19日（金）
　　　午後１時～午後3時30分
対象▶市内在住で４～８か月の乳児    
　　　を持つ保護者
申し込み▶7月16日（火）まで

２歳児歯科健診事業
●歯の診察　●フッ素塗布　
●歯磨きの仕方・保健指導
対象▶２歳～３歳未満の子
　　 （３歳のお誕生日前日まで）
場所▶浦添市と契約している歯科医療
　　　機関 ※通知書にリストを同封
費用▶無料（公費負担）

※ゆっくり講話を聞くために、お子さんは預けて来て
　いただくことをお勧めします。

乳児健診

日　　時▶7月4日、18日、25日
　　　　 （全回木曜日）
受付時間▶午後１時15分～午後２時15分

１歳６か月児健診

日　　時▶7月3日、17日、24日
　　　 （全回水曜日）
受付時間▶午後１時15分～午後２時15分 

3歳児健診

▶前期（３～４か月児）
　午後12時45分～午後２時30分
▶後期（９～10か月児）
　午前8時45分～午前10時30分

受
付
時
間

子育て世
代に

役立つ情
報が

いっぱい
！

日程▶7月7日（日）

（離乳食教室）

こども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育て

　離乳食についての講話・デモンストレー　離乳食についての講話・デモンストレー
乳児健診
日程▶7月7日（日）

乳幼児健康診査日程
問い合わせ：保健相談センター ☎（875）2100

各健診の対象者には通知書を送付しています。

で
き
る
健（
検
）
診
結
果
等
、
国
民

健
康
保
険
証
を
持
参
の
上
、
保
健
相

談
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
応
募
。

前
期
応
募
期
間

10
月
15
日（
火
）

ま
で

④
特
典
を
ゲ
ッ
ト

　

抽
選
で
80
人
に
３
千
円
相
当
の

商
品
券
・
特
産
品
が
当
た
る

前
期
抽
選
日

10
月
16
日（
水
）

前
期
特
典
受
取
日

10
月
16
日（
水
）

〜
11
月
1
日（
金
）

※
後
期
応
募
な
ど
、
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

浦
添
市
美
術
館

☎（
８
７
９
）３
２
１
９

■
休
館
日
：
毎
週
月
曜
日

※
7
月
15
日（
月・海
の
日
）は
開
館

開
館
時
間
：
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

(

最
終
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※
金
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
開
館(

最
終
入

館
は
午
後
６
時
30
分
ま
で)

▲ 美術館
ホームページ

▲ 美術館
Facebook

■
令
和
元
年
度
第
１
期
常
設
展「
琉

球
漆し

っ
き器

っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
見
て
・

知
っ
て
・
楽
し
む
常
設
展
」

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
内
容

で
琉
球
漆
器
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

漆う
る
し

の
材
料
を
使
っ
た
し
お
り
作
り
も

体
験
で
き
ま
す
。（
1
0
0
円
）

会
期　

５
月
26
日（
日
）
～
９
月
23

日（
月
・
祝
）

場
所　

常
設
展
示
室

観
覧
料　

高
校
生
以
下
無
料
／
一

般
２
０
０（
１
６
０
）
円
／
大
学
生

１
３
０（
１
０
０
）
円
／
65
歳
以
上

１
６
０
円

※（　

）
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

※
日
・
英
・
中
音
声
ガ
イ
ド
貸
出
無
料

　

※
毎
週
日
曜
日
は
当
館
学
芸
員

に
よ
る
常
設
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
を
開
催
し
ま
す
。（
た
だ
し
他
の

催
事
と
重
な
る
場
合
は
中
止
）

浦
添
市
立
図
書
館

☎（
８
７
６
）４
９
４
６

■
休
館
日
：
毎
週
月
曜
日
、８
月
11
日（
山

の
日
）、13
日（
火
）

■
英
語
の
お
は
な
し
会

日
時　

７
月
９
日（
火
）
午
後
４
時

～
午
後
４
時
30
分

■
ア
メ
リ
カ
シ
ネ
マ
上
映
会

『
B
i
g

H
e
r
o
6
』

日
時　

７
月
14
日（
日
）
午
後
２
時

～（
１
０
２
分
）

場
所　

２
階
視
聴
覚
室

そ
の
他　

英
語
音
声
・
日
本
語
字

幕
付
き
・
ア
ニ
メ

■
に
こ
に
こ
赤
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

　

絵
本
と
手
遊
び
を
中
心
と
し
た

お
は
な
し
会

日
時　

７
月
21
日（
日
）
午
前
11
時

30
分
～
正
午　

対
象

０
～
２
歳
児
と
そ
の
保
護
者

定
員

10
組（
要
申
込
・
先
着
順
）

8月9日(金)
午後7時～午後9時

8月23日(金)
午後7時～午後9時

「自殺の現状とゲートキーパーの役割」
「自殺者の心理、自殺のサイン」
「打ち明けられたときの対処法」
講師／平安 良雄 氏
　　 　（医療法人へいあん 平安病院
　　　　法人統括院長・臨床研修センター長）

「傾聴法、リラクゼーション法」
講師／兼久 満 氏（臨床心理士）

日　時 内　容

第
1
回

第
2
回

浦添市ゲートキーパー養成講座

6月28日（金）～7月19日（金）

参加するまちづくり、地域の活動を支援します！！

募集期間

市民協働・男女共同参画ハーモニ―センター
☎（８７４）５７１１／FAX（874）5890
E-mail：siminkyodo@city.urasoe.lg.jp

問い合わせ
なお、日程等の詳細に
ついては、市のホーム
ページをご覧ください。

市民の皆さまのアイディアを浦添市のまちづくりに活かして、
夢を実現してみませんか。ワクワクする提案をお待ちしています。

浦添市まちづくりプラン賞

シンバネットワーク・大成ホーム協力事業
令和元年度 市民の夢応援プロジェクト

第19回

■公開プレゼンテーション
　【日時】8月10日（土）午後1時～午後5時（予定）
　【会場】ハーモニーセンターホール

まちづくり
活動

募集中！

■活動期間／令和元年9月13日（金）～令和2年2月29日（土）
（予定）

◀ 浦添市国民
健康保険健康
ポイント事業

健診を受けて
健康ポイントを
ためよう！

健診を受けて
健康ポイントを
ためよう！ためよう！

健診を受けて
健康ポイントを
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浦添市美術館
問い合わせ
休館日

☎（879）3219
毎週月曜日

※7月15日（月・海の日）は開館

場　所

申し込み

講　師

対　象

定　員

参加費

実習教室2
美術館学芸員
小学生
12人　
200円

場　所 ANA SPORTS PARK 浦添

８月8日（木）
午前９時４０分～正午
場　所

講　師

対　象

定　員

参加費

実習教室2
こどもartlab たね
（現代美術）
小学生　　
12人
200円

魔法の美術館

うらそえFOOD PARK＆
きっずあくあぱーく

7月13日(土)
～8月25日(日)

場　所

観覧料

場　所

講　師

対　象

定　員

参加費

企画展示室1～3・講堂
一般/1,000（800）円、小・中・高生/800（600）円、
3歳以上～未就学児/300（200）円

宝箱を作ろう

動物王冠を作ろう

８月8日（木）
午後１時４０分～午後４時

実習教室2
久場 麗美 氏（デザイナー）
小学生　　
12人
300円

対　象

定　員

申し込み

7月27日（土）
午前10時～正午

7月24日（水）・25日（木）・26日（金）・8月2日（金）

7月25日（木）・8月8日（木）
午後1時30分～午後2時

JICA図書資料室
市内在住小学校３～６年生
10人（要申込・先着順）
7月13日（土）～18日（木）

魔法のような体験型アート展。
子どもも、大人も夢中になれる
光とアートの世界をお楽しみに。

マーブリング
うちわ作り教室

としょまるおはなし会
巡回先で「おはなしの木の会」による
絵本の読み聞かせ等を行います。

外国語絵本を
つくろう

■全教室、最初の２０分は常設展を見学します。

申し込み用紙・はがき・FAXで受け付け（電話不可）、申し込み用紙は美術館ホーム
ページからダウンロードできます（美術館・市役所１Fロビー・図書館で配布）。申し込
み多数の時は、浦添市民優先・抽選になります。当選者のみに電話連絡します。

７月２日（火）～２１日（日）

浦添市立図書館
問い合わせ
休館日

☎（876）4946
毎週月曜日

※7月15日（月・海の日）、8月11日（日・山の日）、
　8月13日（火）は休館 今年もイベントいっぱい！浦添市の夏休み

浦添の美味しいお店が大集合する「うらそえFOOD 
PARK」と、ウォータースライダーやビッグプールなど多
数のプールで遊べる「きっずあくあぱーく」が同時開催！

問い合わせ 
（一社）浦添市観光協会 ☎（874）0145
※詳しい情報は「うらそえナビ」で検索▶

7月20日（土）・21日（日）

2019

7月24日（水）

7月25日（木）

7月26日（金）

8月2日（金）

午後3時30分～　

午後3時40分～

午後3時30分～　

午後1時30分～　

西原児童センター

経塚ゆいまーるセンター

神森小学校

内間小学校

時　間 巡回先月　日

7月25日（木）

8月8日（木）

いやだいやだ 他3つ

ばけものづかい 他3つ

上映タイトル月　日

絵本をつくりながら
外国語を学ぼう！

場　所

７月6日（土）～９月5日（木）
浦添市立図書館

国立劇場おきなわ共催

組踊上演３００周年
記念パネル展
夏休みの宿題に組踊について
調べてみませんか。

場　所8月18日（日）午後２時～(133分) 視聴覚室

キッズ
イングリッシュ
上映会
どなたでもご覧いただけます。
※英語音声・日本語字幕付き

対　象

定　員

申し込み

8月7日（水）午前11時～午前11時45分
小学校2～6年生
12人（要申込・先着順）

としょかんたんけん隊
普段は入れない閉架書庫や、としょまるを探検することができます。

対　象

場　所

場　所

定　員

保　険

申し込み

当選者発表

8月1日（木）午前8時30分～午後4時
浦添市立図書館・JICA沖縄センター
市内在住小学校４～６年生
４人（応募多数の場合は抽選）
レクリエーション保険加入必要
7月9日（火）～18日（木）
7月19日（金）、館内および図書館
ホームページに受付番号掲載

夏休み一日図書館員
図書館業務・ＪＩＣＡ図書資料室業務体験をします。

場　所 ２階視聴覚室

夏休み子ども映画会 子どもから大人まで、どなた
でもご覧いただけます。

『Fantastic Beasts and Where to Find Them』

場　所

8月10日（土）
午前11時30分～正午

かたりの部屋

夏休みアメリカ司書のおはなし会
空とぶじゅうたん
スペシャル

7月24日（水）～8月4日（日）

ＪＩＣＡ沖縄セ
ンター共同企画

厚
紙
や
色
紙
を
使
っ
て

動
物
の
形
を
し
た
王
冠
を
作
り
ま
す
。

子
ど

も
も大

人も楽
しめる♪

マ
ー
ブ
リ
ン
グ
技
法
で
模
様
を

つ
け
た
う
ち
わ
を
作
り
ま
す
。

８月７日（水）
午後１時４０分～午後４時

夏休みが待ち遠しい時期になり、子ども達もワクワクそわそわ。
浦添市では夏休みをさらに盛り上げる色々なイベントを開催予定！

夏休みの宿題に…家族の思い出に…最高の夏休みになりそうな予感♪

※（　）は前売り料金、市内小中学校に無料招待券を配布。
※市内3歳～未就学児は保護者同伴で市在住が証明できるものを提示すると無料。

申し込みが必要なイベントは図書館カウンター・移動図書館としょ
まるで受け付け。（電話受付可）

申し込み

アメリカ司書による絵本の読み
聞かせを行います。

木箱に絵の具やきらきら光る素材を
使って模様を描きオリジナルの宝箱
を作ります。

企画展

※写真は組踊のイメージです。

Immersive Shadow/藤本直明/©naoaki FUJIMOTO
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７月21日(日)
午後7時～午後9時

場　所

対　象

参加費

持ち物

定　員

申し込み

歴史にふれる館（浦添市港川）
市内在住・在学の小・中学生と保護者
無料　　　　　先着15組（30人程度）
水筒、懐中電灯、筆記用具 ※動きやすい靴、服装での参加
7月8日（月）午前8時30分から、定員に達し次第締め切ります。　
※雨天時は中央公民館。台風時は順延。

中央公民館3階 ホール
市内在住・在学の小・中学生と保護者
350円（1人につき）
先着20組（40人程度）
エプロン、三角頭巾
７月8日（月）午前8時30分から、定員に達し次第締め切ります。

夏の親子
星空教室

浦添市立中央公民館
問い合わせ
休館日
申し込み

☎（879）5503／ＦＡＸ（879）5530
12月28日～翌年1月3日
電話・FAX・公民館窓口
［電話・窓口対応］午前8時30分～午後5時15分
※土日・祝日は、申し込み、問い合わせ対応できません。
詳細については市ホームページをご確認ください。

木星や土星などを望遠鏡で
観測し、夏の夜空を通して天
体への興味関心を高めます。

7月３１日（水）午前１０時～正午 ※雨天時は中央公民館

７月27日（土）午前10時～正午

対　象

参加費 定　員

持ち物

申し込み

市内在住・在学の小学４～６年生、中学生
200円
筆記用具、絵具、水筒、帽子、歩きやすい服装、靴
7月8日（月）午前8時30分から、定員に達し次第締め切ります。　

場　所 浦添グスク・浦添小学校地域連携室（浦添小学校内）
※集合場所　午前9時50分浦添ようどれ館

浦添グスクを描こう
水彩画教室（全2回）

夏休み体験教室

古代人に挑戦！
土器を作ろう

❶ゆしどうふ

浦添グスクの歴史を学び、風景、植物、自然
と触れ合いながら水彩画でスケッチをします。

場　所

対　象

参加費

定　員

持ち物

申し込み

親子で作ろう！沖縄料理

夏休み子ども自由研究ｉｎサン・シルク

《1回目》浦添グスク探索・下書き ※保護者同伴

８月２日（金）午後1時～午後3時
場　所 中央公民館2階 視聴覚室

《2回目》水彩画で仕上げる

先着20人

石臼やシンメーナービー（大鍋）を使って、
大豆からゆしどうふができるまでを体験します。

中央公民館2階 料理室
市内在住・在学の小・中学生と保護者
500円（1人につき）

エプロン、三角頭巾
7月29日（月）午前8時30分から、定員に達し次第締め切ります。

8月17日（土）午前10時～正午

❷沖縄そば

場　所

対　象

参加費

定　員
持ち物

申し込み

手打ちで麺を作り、沖縄そばが
できるまでを体験します。

先着15組（30人程度）

歴史にふれる館
問い合わせ
休館日
場所

☎（874）9601
土日・祝日
浦添市港川512-11

親子で土器を作ります。当日
は制作のみ。作った土器は、
後日焼いて渡します。土器焼
き見学できます。

７月２８日(日)（２回開催）
①午前９時30分 ②午後２時
対　象

参加費 定　員

服　装

申し込み

市内在住小学生と保護者
無料　　　　　 午前・午後各8組
動きやすく、汚れてもよい服装
7月8日（月）から電話で受付。
定員に達し次第、締め切ります。
※土日を除く午前9時30分～午後5時

❶蚕の糸を使ったランプシェードづくり（3回）
①午前10時30分～ ②午後1時～ ③午後2時30分～

７月28日（日）

8月24日（土）

養蚕絹織物施設 サン・シルク
問い合わせ
休館日
場所
申し込み

☎（943）3469
月曜日 ※月曜日が祝日の場合は開館
浦添市伊奈武瀬1-7-2
電話で事前予約が必要となります。受付時間 午前9時～午後5時（月曜休み）

対　象 参加費 定　員小学生 各12人1,000円

❷機織体験（6回）

シルクショール草木染め体験（2回）

①午前10時30分～ ②午前11時10分 ③午後1時～
④午後1時40分～ ⑤午後2時20分 ⑥午後3時～

①午前10時～ ②午後1時～

対　象 参加費小学生

対　象 中学生以上

700円

参加費 定　員 各10人3,500円

蚕販売
300円

かいこ

リサイクルプラザ
問い合わせ
休館日
場所

７月2３日（火）～31日（水）
期間

☎（861）3196
月曜日、祝日 ※7月16日（火）は休館
浦添市伊奈武瀬1-8-2

時　間

電話または窓口で受付開始定員に達し次第締め切ります。
※4～6年生向けの講座ですので、1～3年生は保護者同伴でお願いします。

午前10時～正午、午後1時～午後3時の
1日2回講座です。

申し込み ７月2日（火）午前９時から受付開始

対　象

定　員

参加費

申し込み

の環境学習講座（全５回）/自然環境パネル展

夏休みエコ・チャレンジウィーク！

市在住・在学の小学3～6年
生程度
30人（先着順）
無料（傷害保険込み）
7月1日（月）～26日（金）まで、
電話・FAX・メールで受付。

㈱沖縄環境科学研究所
☎（893）8444／FAX（893）8446

さき織で
コースター作り

夏の
スノードーム

360円
各12人
特になし

参加費

定　員

持ち物

参加費

定　員

持ち物

布遊び

210円
各15人
裁縫セット

210円
蓋付ビン・小さい人形・
ビーズなど　　

葉っぱの
クラフト昆虫作り

古紙で
昆虫切り絵

木っ端で
クラフト

360円
各10人
縫い針・ハサミ

参加費

定　員

持ち物

参加費 定員

持ち物

100円
各10人
特になし

参加費

定　員

持ち物

360円

工作用のよく切れるハサミ

参加費

定　員

持ち物

260円
各10人
特になし

参加費

定　員

持ち物

360円
各10人
特になし

参加費

定　員

持ち物

ᄐߛ㧋ߛࠩ࡜ࡊ㧋

ࠛࠦ૕㛎㧋

※7月23日（火）以降のキャンセルは材料費をいただく場合があります。ご了承ください。

各10人

サンゴ礁の
お魚つくり

しょう

23
火7/

24
水7/

25
木7/

デニムで
ミニバッグ作り26

金7/

27
土7/

28
日7/

30
火7/

31
水7/

浦添の歴史・文化めぐり

7月28日（日）
サンゴ養殖センター見学
カーミージー自然観察会

8月4日（日）

ごみ処理・浄水場見学 浦添大公園自然観察会

8月11日（日）
まとめ・修了式

8月18日（日）

夏

※8月13日（火）以降のキャンセルは材料費をいただく場合があります。ご了承ください。

蚕の飼育観察で
自由研究に活用しよう！

浦添の環境スポットを見学・体験します。講座の内容を「環境学習ノート」としてとりまとめます（自由研究に活用できます）。

8月7日（水）

7月8日（月）
　　　　～12日（金）

自然環
境パネル展

場　所 市役所１階ロビー

市内の環境マップやカーミー
ジーの生きものたちをパネル
展示します。

eco-u@nirai.ne.jp

各20人
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2019 年 7月１日広報19 広報 広報2019年 7月１日 18広報

税
金
・
保
険
・
年
金

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入

者
へ

問
国
民
健
康
保
険
課

☎  

内
線
３
７
１
２
・
３
７
２
７

●
８
月
１
日（
木
）
か
ら
被
保
険
者

証
が
切
り
替
わ
り
ま
す

新
し
い
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限

は
令
和
２
年
７
月
31
日
（
金
）
で

す
。

※
新
し
い
被
保
険
者
証
は
７
月
下

旬
ま
で
に
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま

す
。
保
険
料
の
滞
納
者
は
、
市
役

所
窓
口
で
の
切
り
替
え
で
す
。

●「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」、「
限
度
額
適
用
認
定

証
」
の
交
付

▼
住
民
税
非
課
税
世
帯

一
部
負
担
金
の
限
度
額
適
用
と
食
事

代
を
減
額
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
減
額
認
定
証
交
付
対
象

①
低
所
得
者
Ⅰ
→
同
一
世
帯
の
全

員
が
住
民
税
非
課
税
で
、
か
つ
各

種
収
入
等
か
ら
必
要
経
費
・
控
除

を
差
し
引
い
た
所
得
が
０
円
と
な

る
世
帯
に
属
す
る
人（
年
金
の
控
除

被保険者証の色（ピン
ク）は変わりません

額
を
80
万
円
と
し
て
計
算
）

②
低
所
得
者
Ⅱ
→
世
帯
員
全
員
が

住
民
税
非
課
税
の
人（
低
所
得
者
Ⅰ

に
該
当
す
る
人
を
除
く
）

▼
入
院
の
食
事
代

　
「
低
所
得
者
Ⅱ
」
の
減
額
認
定
証

を
持
っ
て
い
る
人
で
、
長
期
入
院

し
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、
入
院

日
数（
91
日
以
上
）
が
分
か
る
書
類

な
ど
を
持
参
し
て
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
食
事
代
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

申
し
込
み
は
８
月
30
日（
金
）
ま
で

に
お
願
い
し
ま
す
。

▼
限
度
額
適
用
認
定
証
交
付
対
象

　

現
役
並
み
区
分
Ⅰ
・
Ⅱ
の
人
は
、

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
医
療
機

関
で
提
示
す
る
と
支
払
い
を
高
額

療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
受
付
場
所

国
民
健
康
保
険
課
窓
口

▼
申
請
に
必
要
な
物

①
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

②
被
保
険
者
本
人
の
印
鑑

③
代
理
人
が
申
し
込
み
を
す
る
場

合
は
代
理
人
の
印
鑑

④
申
請
者
の
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の（
運
転
免
許
証
な
ど
）

●
低
所
得
者
世
帯
へ
の
保
険
料
軽

減
措
置
が
拡
充
さ
れ
ま
す

▼
均
等
割
額
の
軽
減

　

世
帯
主
お
よ
び
被
保
険
者
の
所
得

水
準
に
応
じ
て
保
険
料
の
均
等
割
額

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
8.
5
割
軽
減
に
つ
い
て
は
変
更

あ
り
ま
せ
ん
。

●
保
険
料
の
軽
減
割
合
が
一
部
変

わ
り
ま
す

▼
こ
れ
ま
で
医
療
保
険
料
が
９
割

軽
減
だ
っ
た
人

　

今
年
度
、
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
保
険
料
均
等
割
が
９
割
軽
減
か

ら
８
割
軽
減
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

に
よ
り
、
年
間
の
保
険
料
額
も
変

わ
り
ま
す
。

▼
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
の
軽
減

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す

る
前
日
に
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
の

被
扶
養
者
だ
っ
た
人
は
、
特
別
措
置

と
し
て
、
保
険
料
の
均
等
割
額
が
5

割
軽
減（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加

5 割

2割

軽減割合 基準所得金額

ピピʽ円⾺
⾷ビベʽ円j
ⓀЄ⭨⾸ᄋ‮

ͨˁ

ピピʽ円⾺
⾷ブヒʽ円j
ⓀЄ⭨⾸ᄋ‮

ͨˁ

平成３０年度
まで

９割軽減保険料

４，８４４円

平成３１年度
（令和元年度）

８割軽減保険料

９，６８８円

入
後
２
年
間
）
さ
れ
ま
す
。

●
保
険
料
に
関
す
る
通
知
書
を
送

付
し
ま
す

▼
特
別
徴
収
の
人

　

支
給
の
際
に
、
年
金
か
ら
保
険

料
が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。
申
し
込

み
に
よ
り
口
座
振
替
に
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
普
通
徴
収
の
人

　

納
期
内
に
納
付
通
知
書
に
指
定

さ
れ
た
金
融
機
関
で
納
め
ま
す
。

口
座
振
替
で
納
め
る
こ
と
も
で
き

ま
す
の
で
、
最
寄
の
金
融
機
関
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
普
通
徴
収
の
保
険
料
の
納
付
は

７
月
か
ら
で
す
。

国
保
税
納
付
書
の
コ
ン
ビ
ニ
取

り
扱
い
期
限

問
国
民
健
康
保
険
課

☎  

内
線
３
７
２
４
•
３
７
２
５

　

通
常
の
納
付
書
は
納
税
者
の
利

便
性
を
考
慮
し
、
納
期
限
が
過
ぎ

た
場
合
で
も
コ
ン
ビ
ニ
取
扱
期
限

内
は
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
場
合
は
納
期
限

後
の
納
付
の
扱
い
と
な
り
ま
す
の

で
、
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
督
促
状
が
送
付
さ
れ
る
こ
と
が

あ
る
。

②
令
和
２
年
度
の
保
険
証
更
新
で
、

郵
送
で
の
交
付
対
象
世
帯
か
ら
外

れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　

滞
納
が
あ
る
世
帯
や
納
付
が
遅

れ
た
世
帯
は
窓
口
で
の
交
付
と
な

り
ま
す
。（
18
歳
未
満
の
加
入
者
分

は
郵
送
）。
令
和
元
年
度
国
保
税
納

期
限
は
、
納
税
通
知
書
を
参
照
く

だ
さ
い
。

浦添市選挙管理委員会事務局
直通 ☎（851）5058　代表 ☎（876）1234（内線 7161・7164）

参議院議員通常選挙
投票日は７月２１日(日)の予定です

■ 浦添市で投票できる人
 平成３１年４月３日までに転入届出をした人（現住者含む）で、引き続き３か月以上住所を有し、平成1３年
７月２２日までに生まれた満18歳以上の人です。

■ 不在者投票
仕事や旅行などで市外に滞在している人は、滞在地の選挙管理委員会で不在者投票をすることができ

ます。事前に手続きが必要ですので浦添市選挙管理委員会事務局までご連絡ください。
　※指定を受けた病院、施設などに入所中の人はその病院等の管理者に申し出て不在者投票することが
できます。詳しくは浦添市選挙管理委員会事務局まで問い合わせください。

■ 郵便等投票
　介護保険法上の要介護５、身体障害者手帳または戦傷病者手帳を持っている人で、障がいの程度が要件
にあたる人は自宅等で郵便による不在者投票ができます。
　※障がいの度合いによっては該当しない場合もありますので、詳しくは浦添市選挙管理委員会事務局ま
で問い合わせください。

■ 代理投票
　字の読み書きができないため投票用紙に候補者の氏名が書けない人は、投票所で係員が代筆します。
投票の秘密は守られますので安心して申し出てください。

■ 投票所入場券
　投票当日、または期日前投票を行う際に持参してください。入場券がなくても本人確認ができる身分証
をご提示いただければ投票できます。

■ 期日前投票

　平成３１年４月４日以降に県内外の他市町村から浦添市へ転入届出をした人は、浦添市で投票できませ
ん。前住所の市町村の選挙人名簿に登録されていれば、その市町村で投票できます。
　詳しくは、前住所の選挙管理委員会へ問い合わせください。

投票時間 午前７時から午後８時まで

参議院議員通常選挙

問い合わせ

ᄢ੐ߥᛩ␿ޔ
ᔓߕࠇに！

投
票
箱

　　投票日に仕事や投票区外への買い物、レジャーで投票所に行けない人、負傷・出産・身体障がいなどで
　歩行困難な人は、前もって次の２か所で期日前投票をすることができます。

第1期日前投票所
【期間】７月５日（金）～２０日（土）
　　　 ※公示日の翌日から投票日の前日まで
　　　　（期間内の土日・祝日も期日前投票できます）
【時間】午前 8時 30 分～午後 8時
【場所】浦添市選挙管理委員会（市役所 議会棟１階）

第２期日前投票所
【期間】７月１７日（水）～２０日（土）
【時間】午前10 時～午後 8時　
【場所】サンエー経塚シティ 
　　　屋上（R 階）ブルーのエレベーターホール

※衆議院の解散等があったときなど、選挙期日が変更される場合があります。



広告掲載に関するお問い合わせは、株式会社 尚生堂 ☎ （876）2232広告掲載に関するお問い合わせは、株式会社 尚生堂 ☎ （876）2232
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年
金
を
受
け
る
と
き　

免
除
が
承

認
さ
れ
た
期
間
は
年
金
の
受
給
に

必
要
な
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
一
部
免
除
の
場
合
は
減
額

さ
れ
た
保
険
料
を
納
付
し
な
い
と

未
納
と
な
り
、
年
金
の
受
給
に
必

要
な
期
間
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

暮
ら
し
・
環
境
・
福
祉

浦
添
市
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

整
備
基
本
計
画
（
案
）
に
対

す
る
意
見
募
集

問
環
境
保
全
課
新
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
建
設
室

☎  

内
線
３
２
２
２

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト　

意
見
を

求
め
る
案
件　

浦
添
市
新
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
整
備
基
本
計
画（
案
）

に
つ
い
て

募
集
期
間　

７
月
12
日（
金
）
ま
で

応
募
資
格

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

②
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所

を
有
す
る
個
人
お
よ
び
法
人
、
そ

の
他
の
団
体

③
市
内
の
事
務
所
ま
た
は
事
業
所

に
勤
務
す
る
人

④
市
内
の
学
校
に
在
学
す
る
人

案
の
公
表
・
閲
覧
方
法

①
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

②
環
境
保
全
課　

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
建
設
室　

窓
口（
市
役
所
５
階
）

閲
覧
は
、
土
日
・
祝
日
を
除
く
、
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

意
見
提
出
書
様
式　

環
境
保
全
課

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
室
窓

口
配
布
ま
た
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
提
出
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲浦添市新一般
廃棄物処理施設
整備基本計画
（素案）に対する
意見募集

「
第
69
回
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
〜
犯
罪
や
非
行
を
防

止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地

域
の
力
〜

問
福
祉
総
務
課

☎  

（
８
７
６
）
１
２
６
６

7
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
の
強
調
月
間
で
す
。
こ
の
運

動
は
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
明
る
い
地
域
社
会
を

築
く
こ
と
を
目
的
に
法
務
省
が
主

唱
し
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動
の
一

環
と
し
て「
社
会
を
明
る
く
す
る
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時

7
月
10
日（
水
）
午
後
2
時

～
午
後
4
時

場
所　

浦
添
市
て
だ
こ
ホ
ー
ル
小

ホ
ー
ル

申
し
込
み　

不
要

水
道
料
金
の
お
支
払
い
は
便
利

で
納
め
忘
れ
の
な
い
「
口
座
振

替
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

問
水
道
部
営
業
課

☎  

（
８
７
７
）
８
４
６
０

　

水
道
料
金
は
２
か
月
ご
と
に
検

針
し
、
２
か
月
分
を
下
水
道
使
用

料
と
併
せ
て
請
求
し
ま
す
。
口
座

振
替
の
手
続
き
は
次
の
①
か
ら
③

を
準
備
し
て
直
接
金
融
機
関
の
窓

口
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
預
金
通
帳

②
通
帳
の
届
出
印

③
お
客
さ
ま
の
水
道
番
号
が
分
か

る
も
の（
納
付
書
・
検
針
の
お
知
ら

せ
等
）

　

口
座
振
替
日
は
、
検
針
月
の
翌

月
の
20
日（
土
日
・
祝
日
に
あ
た
る

場
合
は
翌
営
業
日
）
に
指
定
口
座

か
ら
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。

※
手
続
き
日
に
よ
り
、
開
始
月
が

変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
金
融
機
関　

琉
球
銀
行
、
沖
縄

銀
行
、
沖
縄
海
邦
銀
行
、
コ
ザ
信
用

金
庫
、
沖
縄
県
農
業
協
同
組
合
、
沖

縄
県
労
働
金
庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

※
水
道
料
金
の
再
振
替
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。
な
お
、
転
居
や
口
座

を
廃
止
し
た
場
合
は
、
新
た
に
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
役
所
内
「
地
域
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
相
談
窓
口
」

の
お
知
ら
せ

問
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
琉
球

☎  

（
９
１
７
）
２
０
８
６

　

働
き
た
い
け
ど
…「
ど
う
し
て
い

い
の
か
わ
か
ら
な
い
」「
自
信
が
な

い
」
そ
ん
な
人
の
た
め
に
、
自
分

に
あ
っ
た
ペ
ー
ス
で
、
一
歩
ず
つ

前
に
進
む
こ
と
を
丁
寧
に
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

日
時　

７
月
23
日（
火
）
午
後
２
時

～
午
後
５
時　

※
毎
月
第
４
火
曜
日

場
所　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー（
ふ
る

さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
向
か
い
側
）

対
象

15
歳
～
39
歳

※
保
護
者
や
学
校
関
係
者
、
支
援

機
関
関
係
者
か
ら
の
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。

費
用　

無
料

子
育
て
・
教
育

母
子
及
び
父
子
家
庭
等
医
療

費
助
成
の
現
況
届

問
こ
ど
も
家
庭
課

☎  

内
線
３
６
１
２

　

母
子
及
び
父
子
家
庭
等
医
療
費

助
成
の
受
給
者
は
、
受
給
資
格
確

認
の
た
め「
現
況
届
」
が
必
要
で
す
。

こ
の
届
出
が
な
い
場
合
、
11
月
以

降
の
医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。

※
今
年
度
か
ら
、
有
効
期
間
が
変

更
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
お
持
ち

の
証
書
は
令
和
元
年
7
月
31
日
か

ら
令
和
元
年
10
月
31
日
ま
で
有
効

と
な
り
ま
す
現
況
時
に
証
書
の
期

間
変
更
処
理
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

児
童
扶
養
手
当
併
給
者
の
現
況
届

は
8
月
中
に
行
い
ま
す
。

受
付
期
間　

７
月
３
日（
水
）
～
24

日（
水
）
※
土
日
・
祝
日
を
除
く

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
前
11

時
、
午
後
１
時
～
午
後
４
時

受
付
場
所　

こ
ど
も
家
庭
課

※
所
得
の
申
告
が
ま
だ
の
人
は
、
現

況
届
を
提
出
す
る
前
に
所
得
の
申

告
お
よ
び
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

必
要
書
類
は
自
宅
に
送
付
さ
れ
る

通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

低
所
得
者
世
帯
に
係
る
国
保

税
の
軽
減
措
置
の
拡
充

問
国
民
健
康
保
険
課

☎  

内
線
３
７
２
４
•
３
７
２
５

　

令
和
元
年
度
か
ら
国
保
税
の
被

保
険
者
均
等
割
額
と
世
帯
別
平
等

割
額
の
５
割
と
２
割
の
軽
減
が
次

の
と
お
り
拡
充
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
世
帯
員
に
所
得
申
告
を
し
て

い
な
い
人
が
い
る
場
合
は
軽
減
が

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

国
保
税
を
口
座
振
替
登
録
さ

れ
て
い
る
世
帯
へ

問
国
民
健
康
保
険
課

☎  

内
線
３
７
２
４
•
３
７
２
５

　

口
座
振
替
登
録
世
帯
へ
は
、
原

則
納
付
書
を
同
封
し
て
い
ま
せ
ん
。

納
付
書
で
の
納
付
を
希
望
す
る
世

帯
や
、
口
座
か
ら
の
引
き
落
と
し

が
で
き
な
い
世
帯
は
、
早
め
に
国

保
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な

お
、
口
座
振
替
の
対
象
は
、
第
１

～
８
期
の
み
で
、
そ
れ
以
外
の
随

時
課
税
分
や
平
成
30
年
度
以
前
の

軽減割合 令和元年度基準金額

ピピʽ円ͨˁ

33 ʽ円⾺《⾷࡛ЄףӱȗǙ‮

Ȃᅢ࡛ЄⓀЄ⭨͆╹۰ǽ‮

ᄋ⾸jビベʽ円「ͨ ˁ

ピピ ʽ円⾺《⾷࡛ЄףӱȗǙ‮

Ȃᅢ࡛ЄⓀЄ⭨͆╹۰ǽ‮

ᄋ⾸jブヒʽ円「ͨ ˁ

7 割

5割

2割

課
税
分
に
つ
い
て
は
口
座
振
替
の

ご
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

国
保
税
の
賦
課
限
度
額
の
改
正

問
国
民
健
康
保
険
課

☎  

内
線
３
７
２
４
•
３
７
２
５

　

令
和
元
年
度
か
ら
国
保
税
の
医

療
分
の
賦
課
限
度
額
を
変
更
し
、

財
政
健
全
化
を
図
り
ま
す
。

※
支
援
分
・
介
護
分
の
賦
課
限
度

額
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
賦
課
限
度
額
改
正
後
》

医
療
分
賦
課
限
度
額
61
万
円

令
和
元
年
度
国
民
年
金
保
険

料
の
一
般
免
除
申
請
の
受
付
を

今
月
か
ら
開
始
し
ま
す

問
市
民
課

☎  

内
線
３
１
１
１
〜
３
１
１
６

　

令
和
元
年
度
の
保
険
料
は
月
額

１
万
６
４
１
０
円
で
す
。
納
め
る

こ
と
が
難
し
い
と
き
は
、
申
請
す

る
こ
と
で
保
険
料
の
全
部
ま
た
は

一
部
の
納
付
が
免
除
で
き
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
過
去
の
免

除
申
請
時
に「
継
続
申
請
」
を
希
望

さ
れ
て
い
る
と
、
申
請
が
不
要
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
が
で
き
る
期
間　

令
和
元
年

度
分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
２
年
１

か
月
前
ま
で

対
象　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者（
学
生
お
よ
び
産
前
産
後
期
間
の

あ
る
人
は
別
制
度
あ
り
）

審
査
基
準（
①
ま
た
は
②
に
該
当
）

①
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
平
成

30
年
中
の
所
得
が
一
定
額
以
下

②
災
害
・
失
業
・
事
業
の
廃
止
等
の

事
由

浦添市役所（代）☎（876）1234問問い合わせ先　☎　電話番号

■令和元年度 「国民健康保険税」および 「後期高齢者医療保険料」第１期納期限
令和元年度 『国民健康保険税』および 『後期高齢者医療保険料』第１期の納期限は７月 31日 （水）です。納め忘れにご注意ください。
国民健康保険課国保税第 2係 （内線３７１７～３７２２）、長寿いきいき係 （内線３７１２）

地域包括支援センターのご案内

地域包括支援センターは
高齢者の総合相談窓口です。

地域包括支援センターがおこなっている主な支援

　地域包括支援センターは、高齢者のみなさんが、いつまでも住
み慣れた地域で生活ができるよう支援するための拠点です。介護
に関する悩みや心配ごとのほか、健康や福祉、医療に関するさま
ざまな支援をおこなっています。

※お住いの地域によって相談先が異なります。

　要支援 1・2 および総合
事業対象者の人の介護予
防ケアプランなどを作成し
て、効果を評価します。

　介護が必要な高齢者や
その家族のために、介護
に関する相談のほか、福
祉や医療など、様々な相
談を受け付けています。

　消費者被害などへの対
応、成年後見制度の利用
支援や、高齢者の虐待防
止や早期発見・早期対応
などに取り組みます。

介護に関する
悩みなどさまざまな
相談に応じます

■仲西中学校区…地域包括支援センター「仁」 ☎（917）2268
■浦添中学校区…地域包括支援センターさっとん ☎（877）3103
■港川中学校区…地域包括支援センターみなとん ☎（876）3710

■神森中学校区…地域包括支援センターてぃだ ☎（870）0150
■浦西中学校区…地域包括支援センターゆいまぁる ☎（917）5320

自立した生活が
できるよう介護予防を

すすめます。

高齢者の
みなさんの権利を
守ります。

保健師
または経験のある看護師

社会
福祉士

主任ケア
マネージャー

チーム
アプローチ

生活支援
コーディ
ネーター

認知症地域
支援推進員

私たち専門職が連携して
さまざまな相談に対応します。



広告掲載に関するお問い合わせは、株式会社 尚生堂 ☎ （876）2232広告掲載に関するお問い合わせは、株式会社 尚生堂 ☎ （876）2232

2019 年 7月１日広報23 広報 広報2019年 7月１日 22広報

そ
の
他

臨
時
職
員
募
集

問
職
員
課
人
事
係

☎  

内
線
２
０
６
１

【
資
格
を
要
し
な
い
も
の
】

一
般
事
務
・
建
築
職
・
土
木
職

【
資
格
を
要
す
る
も
の
】

保
育
士
・
社
会
福
祉
士
・
生
活
保
護

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー（
社
会
福
祉
士
ま

た
は
社
会
福
祉
主
事
）・
技
術
職（
測

量
士
補
有
資
格
者
、
一
級
管
工
事

施
工
管
理
技
師
有
資
格
者
）
技
術

職
臨
床
心
理
士
ほ
か

賃
金　

一
般
事
務（
日
額
６
４
５
６

円
）、
建
築
職
お
よ
び
土
木
職（
資

格
等
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
）、
保

育
士（
日
額
１
万
円
※
短
時
間
勤
務

は
時
給
１
０
７
７
円
）、
社
会
福
祉

士（
日
額
９
３
５
１
円
）、
介
護
支

援
専
門
員（
日
額
９
３
５
１
円
）
技

術
職（
資
格
等
に
応
じ
て
決
定
し
ま

す
）
技
術
職
臨
床
心
理
士（
１
万
円
）

な
ど

通
勤
手
当　

日
額
１
０
０
円（
通
勤

距
離
が
２
キ
ロ
以
上
の
人
）

任
用
期
間

6
か
月
以
内（
更
新
あ

り
の
場
合
は
、
更
新
前
も
含
め
て

最
長
１
年
）

受
付
期
間　

年
間
を
通
し
随
時
受
付

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
、
写
真
を
貼
付
し
、

職
員
課
人
事
係（
市
役
所
８
階
）
へ

提
出
ま
た
は
郵
送
。（
申
込
書
は
職

員
課
で
配
布
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

※
欠
員
の
状
況
に
よ
り
採
用
さ
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

編
集
後
記

②
て
だ
こ
レ
デ
ィ
３
人
へ
賞
金
、

副
賞
あ
り

募
集
期
間　

８
月
１
日（
木
）
～
30

日（
金
）
午
後
５
時
ま
で

※
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
7

月
下
旬
頃
に
浦
添
商
工
会
議
所
お

よ
び
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

自
衛
官
等
募
集

問
自
衛
隊
沖
縄
地
方
協
力
本
部

那
覇
分
駐
所

☎  

（
8
6
3
）
５
２
８
０

　

自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ：

h
ttp

://w
w

w
.

m
od

.go.jp
/gsd

f/jieik
an

b
osy

u
/

ⅸ᳧ક᧯
⾷ⅸ᳧┶ݲ⾸

ⅸ᳧ક᧯
⾷ᘬˀ┶ݲ⾸

ʶⅺሥгⓝ᧯
⾷ᨇ্⾸

⅋⒐હгⓝ᧯
⾷ᨇ্⾸

ⶲٲ⾷╀⡛܅⾸
ビヒᔆቈᛙ

ⶲٲ⾷╀⡛܅⾸
ビピᔆቈᛙ ⿆ሰ⿀ᅠ」

９ሰプᅠ

９ሰヒプᅠ

９ሰビパɿ21ɿビビᅠ
⾷Ǔǩțǚ⿀ᅠ⾸

ヒベᔆͨˀ
ピピᔆቈᛙ

種　目 受験資格 受付期間 試験日（１次）

浦添市役所（代）☎（876）1234問問い合わせ先　☎　電話番号

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

気
軽
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

問
浦
添
市
文
化
芸
術
振
興
事
業

実
行
委
員
会
（
文
化
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
内
）

☎  

内
線
6
1
6
3
、
6
1
6
4

　

プ
ロ
の
音
楽
家
が
市
内
自
治
会

を
ま
わ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
身

近
な
公
民
館
で
素
敵
な
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
28
日（
日
）
午
後
４
時

開
演（
開
場
午
後
３
時
45
分
）

場
所　

浦
添
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
自

治
会

入
場
料　

無
料

演
奏
内
容　

弦
楽
四
重
奏

国
立
劇
場
お
き
な
わ
友
の
会
会

員
募
集

問
国
立
劇
場
お
き
な
わ

☎  

（
8
7
1
）
3
3
5
0

　

国
立
劇
場
お
き
な
わ
で
は
友
の

会
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
会

員
に
な
る
と
次
の
よ
う
な
特
典
が

あ
り
ま
す
。

●「
国
立
劇
場
お
き
な
わ
」
自
主
公

演
入
場
券
の
先
行
発
売

●
友
の
会
会
報
誌
を
年
４
回
お
届

け●
会
員
対
象
の
講
演
会
・
バ
ス
ツ

ア
ー
な
ど
の
ご
案
内
等

費
用　

1
年
目（
入
会
時
）
2
千
円

（
入
会
金
千
円
+
年
会
費
千
円
）、

2
年
目
以
降（
更
新
時
）
千
円（
年

会
費
千
円
の
み
）

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み

在
日
米
軍
従
業
員
の
事
前
募
集

問
独
立
行
政
法
人　

駐
留
軍
等

労
働
者
労
務
管
理
機
構
（
エ
ル

モ
）
沖
縄
支
部　

管
理
課

☎  

（
９
２
１
）
５
５
３
２

応
募
資
格　

沖
縄
県
在
住
の
満
18

歳
以
上
の
人

応
募
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま

た
は
窓
口
の
い
ず
れ
か
１
回
の
応

募
で
有
効

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト：

年
中
24
時

間
受
付

◆
窓
口
応
募：
午
前
９
時
～
午
後

５
時
30
分
受
付（
土
日
・
祝
日
お
よ

び
年
末
年
始
を
除
く
）

▲在日米軍従業
員の事前募集

て
だ
こ
レ
デ
ィ
募
集

問
浦
添
商
工
会
議
所

☎  

（
８
７
７
）
４
６
０
６

問
市
民
生
活
課

☎  

（
8
7
6
）
1
2
4
8

　

て
だ
こ
レ
デ
ィ
は
、
浦
添
市
の

代
表
と
し
て
市
内
外
に
お
け
る
公

式
行
事
へ
の
参
加
や
、
他
市
町
村

へ
親
善
大
使
と
し
て
お
も
む
く
な

ど
、
相
互
の
友
好
と
理
解
を
深
め

る
活
動
を
し
ま
す
。

募
集
要
件

①
市
内
に
３
か
月
以
上
在
住
者
ま

た
は
市
内
事
業
所
で
勤
務
す
る
者

②
18
歳
以
上
の
女
性
で
未
婚
・
既

婚
は
問
わ
な
い（
高
校
生
は
除
く
）

③
現
て
だ
こ
レ
デ
ィ
か
ら
引
継
ぎ

以
降
約
１
年
間
、
主
催
者
の
指
示

で
公
式
諸
行
事
に
参
加
で
き
る
者
。

賞
品

①
第
１
次
合
格
者
全
員
へ
参
加
賞

あ
り

問い合わせ　財政課（内線 2112）

8月14日（水）抽せん日
７月2日（火)～8月2日（金）発売期間

１等………3千万円×40本
前後賞各……１千万円×80本

㧡ం౞１等…………５億円×20本
前後賞各……１億円×40本

㧛╬࡮೨ᓟ⾨วߖࠊてޓޓ

5ජਁ౞
㧛╬࡮೨ᓟ⾨วߖࠊてޓޓ

（発売総額 600億円・20ユニットの場合）

（発売総額 240億円・8ユニットの場合）

同時発売 ࠾ࡒࡏンࡖࠫ࡯ࡑࠨ
ޓޓޓ

ߪ

今年の ߓߊቲࡏンࡖࠫ࡯ࡑࠨ
ޓޓޓ

ߪ
祝・「令和」最初の夏！２つのサマーで運開き！

この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよい
まちづくりのために使われます。宝くじは宝くじ
売り場等で購入してください。
インターネットでも宝くじが購入できるように
なりました！詳しくは宝くじ公式サイトをご確認
ください。

まちづくりのために使われます。宝くじは宝くじ

なりました！詳しくは宝くじ公式サイトをご確認

を販売します！
プレミアム付商品券

　10月予定の消費税引
き上げによる住民税非課
税の人・子育て世帯の消
費に与える影響緩和の一
つとして「プレミアム付商
品券」を販売します。対象
者には、市から案内を郵
送します。

１０月１日　以降販売開始予定！
【利用可能店舗】浦添市内の店舗を対象に予定しています。９月中旬頃にお知らせいたします。

プレミアム付商品券担当室
☎876-9530（直通）
プレミアム付商品券担当室
☎876-9530（直通）

火 問い
合わせ

②2016年４月２日から2019年９月30日の間
に生まれたお子さんのいる世帯の世帯主。

※住民税課税者と生計を同一にする配偶者、扶
養親族および生活保護受給者などは除く。

○販売上限額…一人につき25,000円分の商品
券を20,000円で販売。販売は利用可能額5,000
円（販売額4,000円）を一人につき５冊まで。

７月に申請書を郵送します（申請書を審査
後、該当者には商品券の購入引換券を郵送
します）。

※2016年４月２日から2019年９月30日の間に生まれ
たお子さんのいる世帯の世帯主。
９月以降に商品券の購入引換券を郵送します（申
請は不要）。
○販売上限額…対象となる子一人につき25,000円分
の商品券を20,000円で販売。販売は利用可能額5,000
円（販売額4,000円）を子一人につき５冊まで。

購入
対象者

①2019年度で住民税非課税の人。

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
『
広
報
う

ら
そ
え
』
が
入
選
し
た
の
で
、先
日

北
九
州
市
に
行
っ
て
表
彰
を
受
け
て
き

ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
ま
ち
と
向
き
合

い
、
日
々
走
り
回
っ
て
い
る
全
国
の
広
報

担
当
者
の
目
は
キ
ラ
キ
ラ
輝
き
、
ま
ち
を

想
う
熱
い
心
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
日
々

の
広
報
の
取
り
組
み
の
積
み
重
ね
の
結

果
、
ま
た
来
年
あ
の
場
所
に
参
加
で
き
た

ら
う
れ
し
い
。　
　
　
　
　
　
（
上
江
洲
）

石
川
県
に
嫁
い
だ
友
人
が
、た
ま
た
ま

表
紙
撮
影
の
日
に
帰
沖
す
る
と
の

こ
と
で
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
撮

影
に
参
加
し
て
も
ら
っ
た
人
の
中
に
偶

然
友
達
が
い
た
り
、
地
元
が
一
緒
だ
っ
た

り
、
地
元
ネ
タ
で
話
も
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
表
紙
の
写
真
も
「
ハ
イ
チ
ー
ズ
」
で

は
な
く
「
浦
添
大
好
き
〜
」
と
み
ん
な
で

声
を
合
わ
せ
た
一
枚
。
浦
添
へ
の
愛
伝

わ
り
ま
し
た
か
？　
　
　
　
　

（
内
間
）

名
護
市
と
の
広
報
誌
コ
ラ
ボ
は
い
か
が

で
し
た
か
？
突
然
で
ビ
ッ
ク
リ
し
た

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
７

月
号
を
持
っ
て
名
護
市
に
お
出
か
け
す
る

と
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
よ
う
で
す
ね
！
広
報

誌
は
市
町
村
や
担
当
者
に
よ
っ
て
、内
容
や

デ
ザ
イ
ン
も
様
々
で
面
白
い
で
す
。
色
々

な
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
参
考
に
し
て
、広
報
う

ら
そ
え
で
も
ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ
と
が
で
き

た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。       （
棚
原
）

浦
添
の
日
本
遺
産
を
お
散
歩
だ
（
心

の
俳
句
）。
こ
の
度
、
浦
添
市
が
日

本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
で

も「
伊
祖
の
高
御
墓
」や「
玉
城
朝
薫
の
墓
」

な
ど
行
っ
た
こ
と
な
い
人
も
多
い
の
で

は
？
モ
ノ
レ
ー
ル
も
浦
添
ま
で
延
長
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
浦
添
か
ら
那

覇
ま
で
日
本
遺
産
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
な

ぞ
っ
た
旅
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？　
　
　
　
　
　
　

（
上
原
）

今
回
こ
ま
の
取
材
を
し
ま
し
た
が
、
照

屋
さ
ん
の
実
力
に
圧
巻
で
し
た
！

私
も
小
学
生
の
頃
、
放
課
後
通
っ
て
い
た

学
童
ク
ラ
ブ
で
毎
日
こ
ま
や
け
ん
玉
に
熱

中
し
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
こ

ま
に
は
色
ん
な
技
が
あ
っ
て
と
て
も
面
白

い
お
も
ち
ゃ
だ
な
〜
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
！
こ
れ
を
機
に
こ
ま
回
し
を
始
め
て
み

よ
う
と
思
い
ま
す
〜
。　
　
　
　
（
比
嘉
）
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